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部課名 市民部市民総務課

課の使命
・市民ニーズを的確に把握して、多様な要望にバランス良く応えることができる施設の管理運営を行います。
・市民部長を補佐し、部内及び庁内各部署との連絡・調整を図り、市民部が良質な行政サービスを提供できるように組織のマネジメントを図ります。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

類似する委託契約について、仕様
を見直し集約を行ったことで、従来
どおりであれば203件だった委託契
約件数を170件に減少することが出
来ました。

委託契約件数の削減率△16.3％

下半期に予定している契
約についても集約に向
けた検討を行います。

また、2026年度の契約に
向け、集約が可能な契
約の確認を行うとともに、
委託仕様書の統一を図
ります。

類似する委託契約について、仕様を見直し集
約を行ったことで、従来どおりであれば207件
だった委託契約件数を184件に減少すること
が出来ました。

委託契約件数の削減率△11.1％

11.1％削減

△30件
15％削減

※指標を見直
ししたため修
正しました。

○

3

人
材
育
成

「市民志向」

・各施設の職員間で、課内共有の場として定期的
に情報交換会を開催します。
・市民サービスを向上させるため、問題点の共有や
解決策の検討、各施設のノウハウの紹介等を行うこ
とで運用方法の統一を図ります。

年間開催回数 12回 ○

D

D:取り組
みました
が、成果
が不十
分である
ためで
す。

今後も類似する委
託契約について、
集約による事務手
続きの効率化や入
札実施による契約
金額削減を進めま
す。

2

個
別
計
画

「まちだ施設
案内予約シス
テム」の更改
準備

・2027年3月のシステム更改に向けて、導入協議書
や企画書を作成します。
・また、システム事業者の選定を行います。

システム事業者の選定 選定 ○

システム更改に向け、関係各課（5
部21課）と調整を行い、導入協議書
案を作成しました。

また、事業者選定のため新システ
ムに必要な機能や運用の見直しを
行っています。

企画書の作成の他、事
業者選定をし、契約準備
を進めます。

また、関係各課や指定
管理者と円滑なシステム
導入に向けた連携をして
いきます。

関係各課（5部21課）と調整を行い、導入協議
書及び導入企画書を作成しました。
東京都等とも協力しシステム事業者の選定を
行い、契約締結準備をしました。

選定 C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

システム更改に向
けて、例規改正や
利用者への周知な
ど引き続き準備を
進めます。

1

事
務
事
業
見
直
し

施設管理業務
の見直し

・各市民センター・コミュニティセンター毎に作成し
ていた委託仕様書を見直し、類似する仕様を統一
します。
・また、各施設で個別に締結していた委託契約を
集約し、契約事務や会計事務の効率化を図りま
す。

委託契約件数の削減率

※適切な指標に見直し
たため修正しました。

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

市民サービスを向
上させるため、情報
交換会の実施を継
続することで問題点
の共有や運用方法
の統一を引き続き
図ります。

①市民総務課と4コミュニティセン
ター（成瀬・つくし野・木曽森野・三
輪）との情報交換会を行いました。
施設の運用に伴う検討や施設の修
繕等について、検討を行いました。

②市民総務課と市民センター（忠
生・鶴川・南・なるせ駅前・堺・小山）
と2連絡所（木曽山崎・玉川学園駅
前）との情報交換会を行いました。
様式の変更検討や施設の修繕等
について、検討を行いました。

下半期も情報交換会を
行います。
その中で、共有した課題
について、解決策を検討
していきます。

情報交換会で抽出した課題について、部全
体での検討を行い、申請書様式の変更による
利便性向上や、備品運用ルールの統一、シス
テム入力内容の見直しによる情報共有の円滑
化を実現しました。

12回
①所管する4カ所のコミュニティセンターとは、
年12回の情報交換会を通じて情報共有と運
用方法の統一について検討しました。

4回
②コミュニティセンターの情報交換会で抽出さ
れた課題のうち、部全体での検討が必要な事
項については、別途、年4回定期開催してい
る「6市民センター・2連絡所（計8施設）」の担
当者会議の議題に組み込み、協議を行いまし
た。

16回
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B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

①引き続き地区協
議会の支援を実施
するとともに、多様
な主体が連携して
地域課題解決に取
り組む「寄り合い-
The YORIAI-」の実
施等、地域のやりた
いを実現するため、
人や団体をつな
げ、伴走支援を
行っていきます。
 
②研究成果を市民
に広く周知するとと
もに報告書で示さ
れたロードマップを
踏まえ、具体的な
取り組みを進めて
いきます。

③引き続き研修や
事業の周知を通じ
て、職員の共創・協
働意識向上の取り
組みを行います。

2

重
点
事
業
プ
ラ
ン

地域で活動し
ている団体の
組織基盤の強
化

①町田市地域活動サポートオフィスに対し、地域活
動の支援に係る事業委託を行います。事業内で実
施する市民活動団体や市民活動を始めてみたい
人向けの相談や講座などを実施します。

②町田市市民協働フェスティバル「まちカフェ！」を
軸にマッチングの機会を創出するとともに日ごろの
相談から市民活動団体および企業の「やりたいこ
と」「できること」をつなげる取組などを進めます。

①活動の活性化につな
がった団体数

②マッチング件数

①35団体

②12件
○

①17団体
活動資金の獲得に関する相談や企
画づくり等に関する講座を9回実施
しました。参加した団体の活動内容
の改善や事業計画の策定・見直し
につながり、活動の活性化が図ら
れました。

②7件
相談業務などで地域活動団体の
ニーズを把握し、企業や行政等と
マッチングをすることができました。
マッチングによって3件の新たな連
携事業が生まれました。

11月末から12月にかけ
て開催する市民協働フェ
スティバル「まちカ
フェ！」などを通して、団
体交流を促進します。ま
た、地域貢献活動に取り
組んでいる企業と連携
し、さらなる団体の活性
化につなげるとともに、
団体・企業等とのマッチ
ングの機会の創出を図っ
ていきます。

①46団体
新規事業に対して助成金を拠出する「まちだ
づくり応援基金」事業や地域活動を行う団体
や個人が事業をするうえで必要となる知識を
学ぶ「まちだづくりカレッジ」等を実施しまし
た。助成金や活動のノウハウを得たことで活動
の活性化につながった団体・個人が増加しま
した。

②26件
・学生が地域のさまざまな人々や活動に出会
い、ともに活動する取組「地域まるごとキャン
パス」によるマッチングが16件行われました。
・地域活動のつながりづくりの場「まちカフェ！
オープンデー」を毎月実施し、夏期について
は夜間帯に開催することで参加機会を増やし
ました。市民活動団体・企業等をつなげる取
組などを進めた結果、団体同士や企業、学校
と協働で行う事業に関するマッチングが10件
行われました。

①46団体
②26件

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

①「やりたい」を形
にし、活動を広めて
持続可能な活動に
していくため、市民
活動の活性化支援
を継続して行いま
す。

②2026年度で20回
目を迎える市民協
働の場である「まち
カフェ！」を中心に
団体間の交流を進
め、更なる協働事
業の推進に取り組
みます。

1

経
営
改
革
プ
ラ
ン

地域、企業、
行政等多様な
主体がアイデ
アを出し合
い、地域課題
を解決してい
くプラット
フォームづくり

①多様な主体が連携して地域課題解決に取り組む
「寄り合い-The YORIAI-」の実施や地区協議会事
業の支援等、地域のやりたいを実現するため、人
や団体をつなげ、伴走支援を行っていきます。

②2024年度から引き続き大学と共同で地域コミュニ
ティに関する研究を行います。2024年度に行った
現状把握をもとに、地域コミュニティのあり方を検討
し、目指すべき姿へのロードマップの作成を目指
し、研究結果を取りまとめた報告書を作成します。
また、分析を終えた市民アンケートの結果に関する
説明会を行い、地域コミュニティの関心を高める機
会とします。

③多様な主体と連携することで地域課題の解決や
新たな価値の創造につなげるため、職員向けに共
創・協働意識の向上を図る取り組みを行います。

①多様な主体の連携に
よる地域課題解決のため
の取組数

②報告書の作成

③職員向けに実施する
共創・協働意識向上を図
る取り組み回数

計画
類型

①60件
「寄り合い-The YORIAI-」や「地区
協議会」等から生まれた地域課題
解決のためのプロジェクト60件につ
いて取組が進んでいます。

②研究の最終報告に向けて、論点
整理をするとともに追加調査等を行
いました。また、研究の中間報告と
して、経過報告会を職員向けに1
回、市民向けに11回開催し、計322
名の参加がありました。

③19回
共創・協働研修を新入職員及び全
庁職員向けに各1回、計2回実施し
ました。また、地域活動のつながり
づくりの場である「まちカフェ！オー
プンデー」を市庁舎で6回開催する
とともに、全庁掲示板を活用して、
サポートオフィス通信や協働の事
例や効果など共創・協働に関する
情報を11回発信し、共創・協働に
対する意識向上に取り組みました。

①引き続き、取組の実施
に向け、地区協議会等
の伴走支援を行います。
また、「寄り合い-The
YORIAI-」の開催に向
け、関係者とテーマの検
討・調整を行います。

②2か年にわたる調査や
ヒアリングの分析、学識
者との意見交換等を踏ま
えて最終報告をまとめま
す。

③引き続き、「まちカ
フェ！オープンデー」の
開催や「サポートオフィス
通信」などで情報発信を
行うほか、職員向けに共
創・協働に関するeラーニ
ングを実施します。

①80件
「寄り合い-The YORIAI-」の開催や、地域で
「やりたい」という思いを持った多様な主体同
士や地域のネットワーク組織である地区協議
会とつなぐことにより、地域課題解決の取り組
みが80件行われました。
 
②完成
・市民向けに研究の中間報告会を市内11カ
所で実施し、ワークショップを行うなど地域コ
ミュニティのあり方について関心を高める機会
としました。
・市内の現状把握だけでなく比較や実態を調
査するため他自治体の視察を行いました。
・4月から組織横断的なプロジェクトチームも研
究に加わり、さまざまな視点を持つ複数の学
識者と意見交換し、報告書を完成させました。

③39回
・職員向けに共創・協働の事例や効果などに
関する情報を25回発信しました。
・「まちカフェオープンデー」が地域活動団体
だけでなく職員も参加できることを周知し、開
催ごとに12回広報したことで、職員の参加や
地域との協働に関する相談が増加しました。
・職員向けの共創・協働研修を2回実施すると
ともに、2月には全職員向けにeラーニングを
実施し、共創・協働に関する理解や意識向上
を図りました。

①80件
②完成
③39回

①70件

②完成

③25回

○

部課名 市民部市民協働推進課

課の使命
地域、企業、行政といった多様な主体が対話を重ね、アイデアを出し合い実現することで、行政だけでは成し得ない新たな価値を共に創り出し、持続可能な地域社会づくりに寄与する。
町内会・自治会やNPOなどの団体が、ひと・もの・かね・場・情報などの地域資源を活用することで、コミュニティ活動が活性化し、より魅力あるまちになることを目指す。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
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進
捗
状
況

評
価

計画
類型

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応

5

人
材
育
成

「改革・改善志
向」

課内の業務効率化を図るため、現状分析シートを
活用した業務見直しとPDCAサイクルの強化を推進
します。業務内容、業務進捗と改善点を共有し、効
率的なアイデアの創出を目指します。
また、業務リスクの洗い出しやセキュリティ面の強化
をはかるためにセキュリティポリシーの全面的な見
直しを行います。

プロセスの見直しを実施
した業務の件数

4件 ○

担当ごとに業務フローの洗い出しを
行い業務内容を整理しました。さら
に、町内会・自治会支援事業にお
いては、町内会・自治会活動補助
金の申請書類を電子データで提出
ができるように手続きを見直し、町
内会・自治会、職員双方の負担軽
減につなげました。
また、現状把握として担当ごとにセ
キュリティポリシーの修正点の抽出
を行いました。

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

①町内会・自治会
に、より利便性の高
いデジタルツ―ル
の導入を支援する
必要があります。
今後については町
内会・自治会連合
会と連携して対応し
ていきます。

②引き続き、町内
会・自治会と他団体
との連携事例の周
知を行うとともに、
多くの連携事業が
生まれるよう支援す
ることで、成り手不
足の解消につなげ
ていきます。

4 -

町内会・自治
会が所有する
集会施設の管
理・運営支援

集会施設を所有する町内会・自治会から集会施設
に関する相談を受け付け、市や専門事業者が管
理・運営に関するアドバイスを行います。また、今後
の支援制度の検討のため、他自治体の集会施設
に関する支援実態の調査を行います。

①相談を受けた集会施
設数

②他自治体調査の実施

①20施設

②実施
○

①集会施設整備事業補助金の申
請や活用に向け、14施設からの相
談を受け付けました。

②他自治体の集会施設に関する支
援実態の調査に向け、設問内容や
調査自治体の検討を行いました。

①引き続き、集会施設に
関する相談を受け付け、
必要なアドバイスを行うと
ともに、集会施設の管理
担当者向けの情報交換
会を実施します。

②他自治体の集会施設
に関する支援実態の調
査を行います。

①3１施設から集会施設に関する相談を受け
付け、市や専門事業者から必要なアドバイス
を行いました。また、12月に町内会・自治会の
集会施設管理担当者向けの情報交換会を開
催し、32名の参加がありました。参加者同士で
施設貸出や維持管理の課題や好事例を共有
することで、集会施設を管理する町内会・自治
会の意識向上を図りました。

②町内会・自治会に対してアンケートを実施
し、集会施設の運営に関する状況を把握しま
した。また、町田市と同規模の自治体に集会
施設の支援に関するアンケートを実施し、他
自治体の支援実態の調査を行いました。

①3１施設

②実施
B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

引き続き、町内会・
自治会が管理・運
営する集会施設の
適切な維持管理に
向け、町内会・自治
会からの相談を受
け付けるとともに、
2025年度に実施し
た他自治体調査を
参考に集会施設の
支援制度を見直し
ます。

①町内会・自治会の負担軽減のた
め、回覧物等の送付回数を月2回
から1回に削減しました。一方で「い
ちのいち」による即時性の高い情報
発信を月1回から4回に増やし、東
京都の補助金情報など44件を配信
しました。また、町内会未加入の子
育て世代をターゲットに小・中学校
の保護者向け連絡ツールtetoruを
活用して、町内会加入促進チラシ
を配信しました。

②4月に町内会と子ども会の連携の
好事例を広報まちだに掲載しまし
た。また、高校生・大学生と地域団
体とのマッチングを行う「地域まるご
とキャンパス」を活用して町内会（1
団体）が夏祭りを行いました。さら
に、9月に「町内会・自治会役員情
報交換会」を開催し、町内会・自治
会同士の連携のきっかけづくりを行
いました。

①「いちのいち」を活用し
た情報発信を行うととも
に、新たな情報発信につ
いても検討します。

②引き続き、町内会・自
治会の連携事例の周知
や団体間のマッチングを
行います。

①町内会・自治会の負担軽減のため、回覧物
等の送付回数を削減しました。また、若年層
の加入促進に向け、「いちのいち」による情報
発信件数を増やし、年170件発信しました。加
えて11月に町田市ホームページにて回覧物
等のデータ掲載を開始し、いつでも、どこでも
町内会・自治会向けの回覧物等を見られるよ
うにするとともに、回覧物等のデータ更新時に
メール・LINEでお知らせするサービスを開始
しました。

②町内会・自治会と他団体との連携事例につ
いて、広報やサポートオフィス通信でお知ら
せしました。また、連携事例を共有する町内
会・自治会役員情報交換会を実施しました。
また、2つの町内会について高校生や大学生
とマッチングを行い、お祭りや防災訓練を行い
ました。その他にも、2つの地区連合会と大学
の橋渡しを行い、2026年度に連携事業を開催
する見込みとなりました。

①170件

②協働事例の
周知及び新た
な連携事業の
実施

3 -

町内会・自治
会の加入促進
及び運営基盤
の強化

①紙媒体の回覧物等の送付回数削減による町内
会・自治会の負担軽減や、デジタル媒体に親しん
でいる若年層等の加入促進に向け、デジタル町内
会「いちのいち」を活用した情報発信を強化しま
す。

②町内会・自治会とNPO法人を始めとする多様な
主体との連携を促進し、地域活動の担い手不足の
解消につなげるため、町内会・自治会とNPO法人
等が協働して活動を行った好事例を町内会・自治
会に周知します。

①「いちのいち」への情
報発信件数

②協働事例の周知

①100件

②実施
○

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

業務フローやセキュ
リティといった複数
の観点からの見直
しによって、多くの
業務改善につなが
りました。
今後も継続して、見
直しと改善のサイク
ルを推進し、住民に
とってより良い行政
サービスの実現を
目指していきます。

引き続き、洗い出した業
務フローから課題を抽出
し、より効率的な業務の
進め方についてアイデア
を出し合う機会を設け、
プロセスの見直しを実施
します。
セキュリティポリシーの更
新を行います。

担当ごとに業務の現状分析シートを作成し、
業務内容の整理の機会を設け、改善策を検
討しました。その結果、業務に関するPDCAサ
イクルの強化につながり、年間で計６件の業
務を効率化しました。
また、セキュリティポリシーについて、すべての
事業の見直しを実施し、最新の業務フロー図
等に更新しました。

7件



順
位

進
捗
状
況

評
価

部課名 市民部市民協働推進課男女平等・消費生活担当

課の使命
＜男女＞性別にかかわらず、一人ひとりが尊重され、個性と能力を十分発揮できる男女平等参画社会の実現を目指します。そのために、市民への意識啓発・情報提供、「女性悩みごと相談」の運営による女性への支援、また庁内調整等を通して、「男女平等推進計画」を
着実に推進します。
＜消費＞消費者被害を未然に防ぐため、また、よりよい消費生活を送るための啓発・情報提供を行います。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

95.7％

新入職員向け研修会及び職員向
け研修を実施し、95％以上から理
解したと回答を得ました。
上記研修会のほか、性の多様性理
解促進のため以下の情報発信を実
施しました。
①ペスカドーラ町田ホームゲーム
へのブース出展（市内事業所と連
携して合同出展）：１回
②市庁舎・町田駅前ペデストリアン
デッキレインボーライトアップ：7日間
③市庁舎1階及び市民フォーラム
内におけるパネル展示：市庁舎5日
間、市民フォーラム28日間
④SNS（Facebook）を利用した情報
発信：８回

市民向けの講座を開催
するほか、さまざまな機
会をとらえて情報発信を
行うなど、引き続き性の
多様性の理解促進に取
り組みます。

91％
・性の多様性に関する理解促進のため、庁内
各部署と連携して、職員・教職員向け研修会
を計3回、市民向け講座及びイベントを計2回
実施しました。LGBTQ当事者団体が作成して
いる図や、性の多様性の尊重について勉強し
た高校生が描いた漫画などわかりやすい資料
を用い、90％以上の受講者から、理解したと
の回答を得ました。
・市内企業と連携してペスカドーラ町田ホーム
ゲームでブース出展し、性の多様性に関する
用語についてのシールアンケートや性の多様
性について学べるパンフレットの配布を行った
ほか、市庁舎・町田駅前ペデストリアンデッキ
のレインボーライトアップ、SNS、鶴川駅前図
書館での性の多様性特集コーナーの開設、
人権週間のパネル展示等、さまざまな機会を
とらえて情報発信を行い、より一層の理解促
進を図りました。

91%

80%
90%
※目標値を上
回ったため上
方修正しまし
た。

○

3 -

消費者被害防
止を目的とし
た啓発活動の
実施

消費者被害に関する啓発活動に関し、若年者に対
して、高校生へのアプローチを検討するほか、年代
に合わせた効果的な手法についても検討して実施
します。

若年者向け啓発実施回
数

5回 ○

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

若年層を中心に、
幅広い年齢層に関
心を抱いてもらえる
ように、年齢層に応
じた性の多様性に
関する理解促進を
図る必要がありま
す。
市全体で、性の多
様性に関する社会
的な理解の促進を
図るため、継続的な
啓発活動を行うとと
もに、関係部署や
民間企業と一層連
携を進め、より効果
的な啓発を行いま
す。

2

個
別
計
画

男女平等に関
する意識啓発

男女平等に関する意識啓発のため、市民向け講
座・講演会を12回、職員向け研修会を1回実施しま
す。その他、SNSやパネル展示等情報発信を行い
ます。

講座・研修会の内容を概
ね理解した人の割合

80% ○

90.4％

新入職員向け研修会、男女共同参
画週間記念講演会、男女雇用平等
セミナー、女性のための就職準備
セミナー、夏休み父子工作教室、
女性のための就職準備セミナーを
実施し、90％以上から理解したと回
答を得ました。
上記研修会のほか、男女平等に関
する意識啓発のため以下の情報発
信を実施しました。
①離乳食講習会でのチラシ、パネ
ル展示：１0回
②さるびあ図書館での特集コー
ナー設置：27日間
③市庁舎1階及び市民フォーラム
内におけるパネル展示：市庁舎5日
間、市民フォーラム28日間
④全庁掲示板にて各イベントを職
員向けに周知
⑤SNS（Facebook）を利用した情報
発信：１８回

市民向けの講座を開催
するほか、さまざまな機
会をとらえて情報発信を
行うなど、引き続き男女
平等に関する意識啓発
に取り組みます。

90％
男女平等に関する意識啓発のため、職員向
け研修会や男女共同参画週間記念講演会、
女性のための就職準備セミナー、護身術講
座、デートDV防止講座、男性地域参画講座
等、様々な講座・研修会を計19回実施しまし
た。以下の工夫をしたことで、90％の受講者か
ら理解したとの回答を得ることができました。
・対象者の年齢に応じた講師の選定
・講座の目的や内容を講師とより詳細に共有
・講座時間の拡大

その他、パネル展示や町田市庁舎・JR町田駅
前ペデストリアンデッキライトアップ、SNSを活
用した広報を行い、より一層の意識啓発を図り
ました。

90% C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

引き続き、多くの
方々に関心を抱い
てもらえるように、男
女平等に関する意
識啓発を図る必要
があります。継続的
な啓発活動を行うと
ともに、関係部署や
大学等事業所と一
層連携を進め、より
効果的な啓発を行
います。

1

重
点
事
業
プ
ラ
ン

性の多様性の
理解促進

性の多様性理解促進のため、市民向け講座を1
回、職員・教職員向け研修会を2回実施します。そ
の他、ＳＮＳやパネル展示、関係部署や民間企業と
連携した情報発信を行います。

講座・研修会の内容を概
ね理解した人の割合

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

引き続き若年者に
対して、消費者被
害の未然防止を図
るため、啓発を行う
必要があります。情
報を届けることが難
しい世代であり、効
果的な手法を検討
します。

市立小山中学校で出前学習会を1
回実施しました。中学校からの要望
を基に、インターネット通販、オンラ
インゲームの課金など、生徒に身
近な話題をテーマに取り上げまし
た。2年生250人を対象に行い、あら
ためて気を付けたいという感想があ
りました。

若年層向けの啓発は、
大学の出前学習会を2
回、二十歳まちだでの啓
発を1回予定していま
す。このほか、現時点で
実施できていない高校
生に対する啓発につい
て検討し、実施します。

若年者向けの啓発として、以下の取組を実施
しました。
・小山中学校出前学習会（1回）
・玉川大学出前学習会（2回）
・二十祭まちだ出展（1回）
・市内中学校に中学生向けにリーフレットを配
布（1回）
高校生に対する啓発については、都立高校
への啓発活動について検討を行いましたが、
実施には至りませんでした。

5回



順
位

進
捗
状
況

評
価

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

引き続き、職員の異
動による影響を防ぐ
ために、マニュアル
等の見直しを行うと
ともに、相談業務等
における品質の安
定や円滑な業務遂
行のためマニュア
ルの作成を検討し
ます。

引き続き見直しが必要な
マニュアルを点検すると
ともに、相談業務等にお
ける品質の安定や円滑
な業務遂行のためマニュ
アルの作成を検討しま
す。

上半期の2点に加えて、以下2点のマニュアル
の見直しを行いました。
・「まちだ男女平等フェスティバルのしおり」
市民の声を反映し、より安全にフェスティバル
を開催できるよう、見直しを行いました。
・「消費生活展『まちだくらしフェア』事務作業
マニュアル」
2026年度は７月下旬の開催に変更することに
伴い、見直しを行いました。

4件

4 -

消費生活セン
ター開設50周
年に向けた記
念事業の実施

実施計画に基づき、消費生活センター開設50周年
記念事業を実施します。

記念事業実施 実施 ○

4月に町田市消費生活センター開
設50周年記念式典を開催しまし
た。当日は、ケーブルテレビ等3社
の取材を受け、番組等で紹介して
いただきました。
また、50周年記念誌の作成に向け
て消費生活センター運営協議会と
調整を行っています。
このほか、50周年記念事業の一環
として、2月に講演会を開催する予
定で調整を行っています。

50周年記念誌を作成し
ます。また、50周年記念
事業の一環として、都と
の共催で食品ロス削減を
テーマとした講演会を、2
月11日に実施する予定
です。

50周年記念誌を、消費生活センター運営協
議会と調整しながら作成しました。また、2月に
都と共催で講演会を実施しました。
記念式典も含めて予定通りに事業を行い、市
民と協働で運営している町田市消費生活セン
ターの周知を図ることができました。

実施 C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

今後の周年事業の
在り方について検
討する必要がありま
す。

5

人
材
育
成

「市民志向」
正確かつ安定した業務を行うため、業務マニュアル
の整備を行うとともに、情報共有を推進します。

見直した業務マニュアル
数

3件 ○

2021年に作成した町田市職員のた
めのＬＧＢＴガイドラインを、2023年
に制定した性の多様性の尊重に関
する条例の施行や他市の取組状況
を踏まえて見直しました。また消費
生活相談業務のマニュアルについ
て、円滑に相談者の対応を行える
よう修正しました。



順
位

進
捗
状
況

評
価

部課名 市民部市民課

課の使命 一人ひとりのお客様のニーズを的確に把握し、それに応じたサービスを親切・丁寧・迅速・正確に行い、市民満足度を高めます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

①2025年6月末完了
・町田市に本籍がある方への通知
発送に向けて、準備を計画的に進
め、予定よりも2か月早く、6月末に
発送を完了することができました。

②79％
・通知はがきに、マイナポータルに
よる届出の方法や、マイナポータル
へのログインページの二次元コード
を印字し、マイナポータルによる届
出を促した結果、多くの方がマイナ
ポータルによる届出をされていま
す。

・引き続き、マイナポータ
ルによる届出を周知し、
利用を促すことで、マイ
ナポータルによる届出の
割合を高い水準で維持
します。
・窓口における届出につ
いても、通知はがきを読
み込むことで書くことを省
略できるシステムを活用
するなど、市民サービス
の向上を目指すととも
に、業務の効率化を図り
ます。

①2025年6月完了
・町田市に本籍がある方への通知発送に向け
て、準備を計画的に進め、予定より2か月早
く、6月末に発送することができました。

②72％
・通知はがきや再送付用の通知書で、マイナ
ポータルから振り仮名の修正届出ができること
を案内しました。
・振り仮名届出用の特設窓口に、開設時から
マイナポータル用の端末を設置し、窓口でも
マイナポータルを使った届出ができるようにし
ました。
・マイナポータル利用を促した結果、窓口の混
雑回避や来る手間、書く手間が省かれ、市民
サービスの向上及び業務の効率化が図られ
ました。

①2025年6月
完了

②72％

①2025年8月
末完了

②20% 50%
※目標値を上
回ったため上
方修正しまし
た。

◎

3

個
別
計
画

予約制の導入
による「待たな
い窓口」の実
現と窓口業務
の効率化

①予約制の導入により、「待たない窓口」を実現さ
せるため、ホームページ、広報、窓口で市民に積
極的にサービスを周知します。

②予約制の機能を活用し、窓口業務について効率
化を図るため、検討会を実施します。

①オンライン予約率（オ
ンライン予約件数／全体
件数）

②予約制を利用した窓
口業務の改善の検討

①20%

②検討完了
○

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

2026年5月25日ま
で、戸籍の振り仮名
の届出を受け付け
ます。
2026年5月26日から
11月末まで、振り仮
名の届出がなかっ
た33万人以上の振
り仮名について確
実に、戸籍に記載
します。

2

個
別
計
画

木曽山崎コ
ミュニティセン
ター改修工事
期間中の円滑
な施設運営

①施設改修工事にあたり、工事に伴う行政窓口移
転および進捗状況に関する情報を、地域住民等に
周知します。（周知方法：町田市ホームページ・広
報まちだ・館内掲示板等）

②施設改修に伴い、フロアの環境や案内表示など
を見直し、お客様に、より快適にお手続き頂けるよ
う、行政窓口の改善を図ります。

①ホームページ等による
改修工事関連情報の周
知

②移転に伴う行政窓口
の改善数

①ホームペー
ジ掲載、広報
まちだ掲載、
館内掲示の実
施

②4項目

○

①施設改修工事にあたり、工事に
伴う行政窓口移転および進捗状況
に関する情報を、町田市ホーム
ページ・広報まちだ・館内掲示板等
で周知しました。

②2項目
・お客様が臨時窓口に迷わず・安
全に来所できるよう、センター内外
の動線を整理しました。
・臨時窓口の待合フロアが狭いた
め、利用者の関心が高いと思われ
るチラシやパンフレット等を中心
に、分かりやすい配置づくりをしまし
た。

①施設予約の開始のお
知らせ等、町田市ホーム
ページ・広報まちだ・館
内掲示板等で周知しま
す。

②施設改修中、安全で
快適にお手続き頂けるよ
う、館内の動線を確保
し、行政窓口のレイアウト
見直しを適宜行います。

①実施
改修工事に関する情報を市ホームページ・広
報まちだ・館内掲示板等で周知した結果、改
修工事期間中も、円滑に施設運営ができまし
た。また、3月に施設予約再開のお知らせを、
市ホームページ等にて周知し、ホームグラウ
ンド登録団体へ通知を行いました。

②4項目
・臨時窓口に迷わず、安全に来所できるよう、
センター内外の動線を整理しました。
・利用者の関心の高いチラシやパンフレットを
集めた情報コーナーを設けました。
・行政窓口の待合フロアやカウンターのレイア
ウトを変更し、待合フロアを広げました。
・混雑時対策として、お客様をスムーズにご案
内できるよう、案内板の設置を行いました。

①ホームペー
ジ掲載、広報
まちだ掲載、
館内掲示を実
施

②4項目

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

2026年7月に予定し
ている行政窓口の
移転及び施設貸出
再開を計画的に実
施します。また、市
ホームページ・広報
まちだ・館内掲示板
等での周知も行い
ます。

1

個
別
計
画
／

事
務
事
業
見
直
し

戸籍に氏名の
振り仮名を追
加

町田市に本籍がある方（約34万人）に対し、戸籍に
記載する予定の振り仮名を通知し、振り仮名の届
出の受付等を行います。届出の受付にあたって
は、更なる市民サービスの向上を目指し、効率的に
業務を実施します。

①本籍人への通知発送
完了日

②振り仮名修正届出数
のうちマイナポータルに
よる届出の割合

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

①引き続き、予約
制の周知及びオン
ライン予約率の向
上を図り、「待たな
い窓口」の実現を
目指します。

②引き続き、混雑
状況や予約枠、待
ち時間を分析し、混
雑解消のための運
用変更や予約枠の
設定等の改善に取
り組みます。

①オンライン予約率19%
・ホームページへの掲載や電話で
の問い合わせ時に予約制の利用を
促した結果、4月から9月までのオン
ライン予約率は平均約19％となりま
した。

②継続検討中
・手続き別の予約件数や来客者数
等のデータを元に分析し、繁忙期
の振り返りや予約枠の調整などを
行いました。

①引き続き予約制の周
知を行い、サービス利用
の促進を図ります。

②引き続き検討会を実
施し、2026年3月からの
繁忙期に向けた改善策
を検討し実施します。

①オンライン予約率23％
・市ホームページへの掲載や電話での問い合
わせ時に予約制の利用を案内した結果、オン
ライン予約率は年平均23％となりました。
・都内区市町村の先進的な取り組みを発表・
表彰するTokyo区市町村DXawardにて「待た
ない窓口に関する取り組み」をエントリーしまし
た。また、本選のプレゼンテーションにおい
て、町田市の取り組みを他自治体や東京都に
向けてＰＲしました。

②検討完了及び改善策実施
・通年及び繁忙期における、改善策の検討を
実施しました。
・混雑状況や予約枠、待ち時間を分析し、運
用変更や予約枠の設定等を改善した結果、
混雑が緩和し待ち時間の削減に繋がりまし
た。

①23%

②予約制を利
用した窓口業
務の改善を実
施



順
位

進
捗
状
況

評
価

年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

コンビニ交付を利
用したことのない方
に対して操作のサ
ポートをすることで、
利便性を知ってもら
い、利用者の増加
を図ります。

引き続き、窓口等でコン
ビニ交付の普及に関す
る広報活動を行います。

50.1%
・市ホームページの窓口予約ページや、市庁
舎内に設置している窓口整理券の発券機画
面にコンビニ交付の案内を掲載しました。ま
た、町田駅近くの大型ビジョンにおけるPRスラ
イドの投影は投影期間を3か月延長し、9か月
にわたりコンビニ交付の利便性についてPRを
行いました。
・市庁舎に証明書を取りに来られた方に、コン
ビニ交付PR用クリアファイルの配付や、マイナ
ンバーカード出前申請受付時にチラシを配付
するなどコンビニ交付のPRに努めました。

50.1%

4

経
営
改
革
プ
ラ
ン

マイナンバー
カード出前申
請における
カードの更新
申請受付の実
施

マイナンバーカード出前申請受付において、従来
のカード新規申請の受付のほか、新たにカード更
新申請の受付も実施します。申請窓口の分散化を
図り、今後一層増加するカード更新手続きのニー
ズに対応します。

マイナンバーカード出前
申請受付の実施回数

48回
64回

※上半期の受
付状況を鑑
み、実施期間
を3月末まで
延長し、実施
回数を増やし
たため、修正
しました。

○

20回
・6月末にマイナンバーカード出前
申請受付業務委託契約を締結し、
7月から9月末までに20回実施した
結果、400人以上の申請を受け付
けました。
・上半期の申請件数を鑑み、市民
の利便性の向上を図るため、実施
回数を64回に増やしました。

上半期の申請受付件数
を参考に実施場所を決
定、実施します。

64回
・6月末にマイナンバーカード出前申請受付
業務委託契約を締結し、7月から3月末までに
市民センター等で64回実施しました。
・申請受付人数は約2,300人でした。

64回 C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

マイナンバーカード
制度開始から10年
が経過し、カード更
新対象者が増えて
いるため、今後も市
民センター等での
出前申請を実施し
ます。

戸籍システム
の標準化

戸籍業務の更なる効率化を目指し、戸籍システム
を標準化します。

戸籍システムの標準化 実施 ○

実施準備
・システム企画書を作成し、システ
ム部門と導入に向けた協議を行い
ました。
・7月から、システム事業者との打合
せを開始しました。

5

経
営
改
革
プ
ラ
ン

コンビニにお
ける証明書交
付の推進

各種イベント等で効果的な広報を実施します。ま
た、各市民センターと連携して、マイナンバーカー
ドの取得案内を随時行います。他部署とも連携して
広報活動を実施します。

証明書交付件数（住民
票・印鑑・戸籍）における
コンビニ交付の割合

49% ○

48％
・コンビニ交付の利便性をPRするた
め、コンビニ交付を実施している他
部署と連携し、町田駅近くの東急リ
バブル大型ビジョンにPRスライドの
投影を2025年6月1日から9月30日
まで行いました。

2026年1月の稼働開始に
向け、システム事業者と
の調整、運用方法の検
討、操作研修等を行いま
す。

実施
・システム企画書の作成、システム部門との協
議、システム事業者との打合せ等の準備を着
実に実施し、予定通り、2026年1月に稼働しま
した。
・業務の標準化に合わせて、南多摩斎場とと
もに業務の見直しを行い、年間約5,000枚交
付していた帳票を廃止しました。この結果、市
民課及び各市民センターでの、帳票の作成、
印刷、確認及び説明に係る事務を削減しまし
た。また、南多摩斎場での、帳票の受付、確
認及び保管に係る事務を削減しました。

実施 B

B：目標
どおりの
実績値
でした
が、南多
摩斎場と
連携し、
帳票を廃
止した結
果、各市
民セン
ターの事
務も削減
できたた
めです。

2026年度に予定さ
れている、戸籍附
票システムの標準
化を、着実に実施し
ます。

7

人
材
育
成

「改革・改善志
向」

課内会議や係内会議を通じて、業務の協力体制を
築き、小さな子どもをもつ職員の時間外勤務を削減
するよう、仕事の進め方を見直します。

3歳未満の子を養育して
いる職員のうち月20時間
以上時間外勤務をした
人の割合

10%以下 △
29.2％
・3歳未満の子がいる職員と、管理
職との面談を実施しました。

引き続き、小さな子どもを
持つ職員の時間外勤務
を削減するよう、課内調
整を行い、業務負担を見
直します。

18.4％
・3歳未満の子がいる職員と、管理職との面談
を実施しました。
・課内会議や係内会議で業務分担の見直しを
行い、協力体制の構築に努めました。
・10月に労働安全週間として、定時退庁への
取り組み強化を行いました。
・時間外の削減に取り組みましたが、繁忙期
やシステム更改の作業などが重なり、目標は
達成できませんでした。

18.4% D

D:取り組
みました
が、成果
が不十
分である
ためで
す。

小さな子どもを持つ
職員を含め、課全
体での時間外勤務
を削減するよう、改
めて仕事の進め方
を見直す必要があ
ります。
引き続き職員の
ワークライフバラン
スを推進する取り組
みを実施します。

6

個
別
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順
位

進
捗
状
況

評
価

部課名 市民部忠生市民センター

課の使命 利用されるお客様に対して、正確かつ迅速なサービスを提供します。市民センターを安心で快適な地域住民の交流の場として、また地域コミュニティの核として利用できるよう維持管理に努めます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

・施設案内予約システム利用登録
のオンライン申請促進のため、QR
コードを記載したポスターを作成
し、館内に掲示しました。

・施設の新規利用促進を目的とし
て、勉強や読書などに活用できる
空き会議室の開放を継続して行い
ました。

・忠生市民センターまつりに参加す
る団体をホームページや実行委員
会での周知により広く募集し、新た
に7団体参加することになりました。

・こどもフェスティバルや
忠生市民センターまつ
り、ふれあいコンサートな
どの地域の方が集う際
に、施設貸出のPRを行
います。

・施設案内予約システム利用登録のオンライ
ン申請促進のポスターを館内掲示するほか、
窓口で積極的にご案内をしました。

・空き会議室の開放、クールシェアスポット、
フードドライブを継続しました。

・こどもフェスティバルやふれあいコンサートで
は、施設案内予約システムガイドブックや施設
利用案内を配架し、施設貸出のPRを行いまし
た。
 
・忠生市民センターまつりでは、ホームページ
での周知や学校・庁内への声掛けを通し、新
たな団体や部活動の参加がありました。

4件3件 ○

3

人
材
育
成

「チームワーク
志向」

市民センター全体がワン・チームとして環境の変化
に対応できる組織風土を醸成していくために、市民
センター間の連携の強化に取り組みます。

・各市民センターの業務内容の比較・検討を行うた
め、6か所のセンターの持ち回りによる担当者会議
を実施します。

・比較・検討の成果を活用して、業務の改善を行い
ます。

①担当者会議の実施回
数

②業務の改善を行った
件数

①6回

②3件
○

B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

若年層にも地域活
動の拠点として利
用していただけるよ
う、料理講習室や
和室等の活用方法
を検討していきま
す。

2

個
別
計
画

地域との連携
の強化

地域の拠点として地域活動団体や相談支援機関
等と連携していくために、地域活動への支援及び
地域市民相談の充実を図ります。

①地域活動団体と連携
して実施した事業の回数

②地域の相談支援機関
と連携して相談会を開催
した回数

①3回

②3回
△

・忠生市民センターまつり開催に向
けて、地域活動団体と連携して準
備を進めました。

・地域の相談支援機関と連携した
相談会の検討をしました。

・行政窓口職員の相談能力向上の
ため、まちだ福祉〇ごとサポートセ
ンター忠生との研修会の準備を進
めました。

・忠生市民センターまつ
りの開催、忠生市民セン
ターを会場とした展示会
（発表会）の開催など、地
域活動団体との連携の
場を設けます。

・まちだ福祉〇ごとサ
ポートセンター忠生と連
携した相談会や、終活・
介護など市民の関心が
高い事柄について相談
会を開催します。

・まちだ福祉〇ごとサ
ポートセンター忠生との
研修会を実施します。

①
・地域活動団体と連携して忠生市民センター
まつり、忠生市民センター作品展を実施しまし
た。

・市内福祉施設と連携して、施設の製品PR及
び販売を行う「ハッピーかわせみ」を6年振りに
再開しました。

②
・まちだ福祉〇ごとサポートセンター忠生と連
携して、地域の方の相談会として「終活セミ
ナー」、「高齢者向けセミナー」を実施しまし
た。

・忠生駐在所と連携して、相談ブースを設け、
デジポリスの紹介、詐欺対策の普及などを行
いました。

①3回

②3回
C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

今後も、地域活動
団体及び地域の相
談支援機関と連携
して、地域活動へ
の支援及び地域市
民相談の充実を図
ります。
まちだ福祉〇ごとサ
ポートセンター忠生
との研修会につい
ても引き続き検討し
ていきます。

1

事
務
事
業
見
直
し

施設利用の促
進

新たな利用者の開拓のために、利便性の向上を図
るとともに、庁内他部署や地域住民等と連携して、
市民センターを活用した事業を実施します。

市民センターで実施した
利用促進策の件数

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

担当者会議におい
て、ホームページの
表記統一に関する
議題が上がったた
め、今後も継続して
検討していきます。

・担当者会議を忠生、南、小山、な
るせ駅前で各1回（計4回）実施しま
した。

・各市民センター間で共有した業務
内容を比較し、改善点を検討しまし
た。忠生市民センターでは、異動
者向けのマニュアルの作成、上小
山田コミュニティセンターの管理と
貸出方法の現地確認を行い、施設
担当職員以外でも対応できるように
改善しました。

・鶴川、堺市民センター
で担当者会議を行いま
す。

・引き続き各市民セン
ターの比較・検討を行い
業務改善を行います。
 
・担当業務以外も対応で
きるよう、課内研修とマ
ニュアル作成を行いま
す。
  

①
・各市民センターで担当者会議を開催し、業
務改善の検討と振り返りを行い、コミュニケー
ションと連携を強化しました。

②
・システムの標準化に伴う市民センターマニュ
アルの改訂を行いました。

・戸籍届とマイナンバーカード交付のチェック
リストを改善し、窓口業務の正確性と効率の向
上を図りました。

・異動者向けマニュアル及び上小山田コミュニ
ティセンター対応マニュアルを作成し、担当の
枠を超えて対応できるようにしました。

①6回

②3件



順
位

進
捗
状
況

評
価

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

市民センター間の
連携強化に今後も
取り組み、業務の
改善を継続します。

①担当者会議を忠生、南、小山、
なるせ駅前市民センターで各1回
（計4回）実施しました。

②各市民センター間で共有した業
務内容を比較し、改善すべき業務
を検討しました。鶴川市民センター
では、市民からの問い合わせが多
い事柄に対応するため、施設内の
案内表示を、他センターの事例を
参考に改善しました。

①鶴川、堺市民センター
で担当者会議を行いま
す。

②引き続き比較・検討を
行い業務改善を行いま
す。

①担当者会議を忠生、南、小山、なるせ駅
前、鶴川、堺市民センターで各1回（計6回）実
施しました。地域特性や施設規模等に違いが
ありながらも、共通部分について比較できたこ
とで、業務改善に役立ちました。

②各市民センター間で、窓口業務、施設管理
運営等について、業務内容を比較し、3件の
改善を行いました。
・施設内の案内表示を変更しました。
・システムの標準化に伴うマニュアルの修正を
行いました。
・ホームページの内容について、電話等での
問い合わせが多いマイナンバーカード関連業
務の案内を掲載しました。

①6回

②3件

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

利用者の意見や要
望を取り入れ、有効
活用の方策につい
て検討し取り組んで
いきます。

2

個
別
計
画

地域との連携
の強化

地域の拠点として地域活動団体や相談支援機関
等と連携していくために、地域活動への支援及び
地域市民相談の充実を図ります。

①地域活動団体と連携
して実施した事業の回数

②地域の相談支援機関
と連携して相談会を開催
した回数

①3回

②3回
○

①6月に開催した市民センターまつ
りにおいて、介護予防サポーター
及び高齢者支援センターと連携し
て、町トレを開催しました。100人以
上が参加しました。

②下半期に、地域の相談支援機関
等と連携して相談会を開催するた
めの調整を実施しました。

①鶴川地区協議会等と
連携し、地域活動を支援
する事業を2回実施しま
す。

②上半期に調整した内
容で、3回実施します。

①以下3回の取り組みを実施しました。
・市民センターまつりで高齢者支援センターと
連携して町トレを開催しました。
・鶴川地区協議会と連携し、地域活性の事業
に取り組みました（カプセルトイの設置）。
・来場者が多く集まるイベント時に合わせて、
大蔵保育園の園児の作品展示をしました。

②地域相談支援機関と連携して以下の取り組
みを行いました。
・地域市民相談窓口とまちだ福祉まるごとサ
ポート鶴川による合同相談会について、多く
の来場者が訪れる「ハッピーフライデー（毎月
最終金曜日に鶴川地区協議会と鶴川市民セ
ンターが連携して実施している交流事業）」に
合わせて3回開催しました。

①3回

②3回
C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

地域の拠点として
地域活動団体、地
域活動への支援及
び地域市民相談の
充実を図ることがで
きました。各取り組
みのさらなる周知に
努めます。

1

事
務
事
業
見
直
し

施設利用の促
進

新たな利用者の開拓のために、利便性の向上を図
るとともに、庁内他部署や地域住民等と連携して、
市民センターを活用した事業を実施します。

市民センターで実施した
利用促進策の件数

計画
類型

・町田市への転入者に配付する「転
入セット」に、施設利用登録のオン
ライン申請に関するチラシを同封し
て周知することで、利用促進を図り
ました。

・利用の少ない夜間の会議室を、
事前予約等の手続き不要で、誰で
も自由に利用できる「地域開放」を
実施しました。周知は館内掲示、チ
ラシ配布、ホームページ掲載、SNS
活用にて行いました。

・文化スポーツ振興部と
連携して、町田ゼルビア
の地元市民センターとし
て、新たにゼルビア応援
コーナーを設け、応援事
業を実施しながら、施設
利用チラシの配布等の
周知活動を実施します。

以下のとおり、利用促進策を3件実施したこと
で、施設利用率は71.8％となり、2024年度と
比較して5ポイント増加しました。また、新規登
録者は、団体登録では11件、個人登録では7
件増加しました。

・オンライン申請に関するチラシを転入者に渡
してPRしました。
・利用の少ない夜間の会議室を、事前予約等
の手続き不要で、誰でも自由に利用できる「地
域開放」を実施しました。
・ゼルビア応援コーナーを設けて、その場で
当センターの施設利用周知及びチラシを配布
することで、センター利用について周知しまし
た。

3件3件 ○

3

人
材
育
成

「チームワーク
志向」

市民センター全体がワン・チームとして環境の変化
に対応できる組織風土を醸成していくために、市民
センター間の連携の強化に取り組みます。

・各市民センターの業務内容の比較・検討を行うた
め、6か所のセンターの持ち回りによる担当者会議
を実施します。

・比較・検討の成果を活用して、市民センター全体
でのメリットの共有と業務の改善を図ります。

①担当者会議の実施回
数

②業務の改善を行った
件数

①6回

②3件
○

部課名 市民部鶴川市民センター

課の使命 利用されるお客様に対して、正確かつ迅速なサービスを提供します。市民センターを安心で快適な地域住民の交流の場として、また地域コミュニティの核として利用できるよう維持管理に努めます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応



順
位

進
捗
状
況

評
価

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

引き続き、各市民セ
ンターと連携を図り
ながら、比較・検討
し、業務の改善を行
います。

①担当者会議を忠生、南、小山、
なるせ駅前市民センターで各1回
（計4回）実施しました。

②各市民センター間で共有した業
務内容を比較し、改善すべき業務
を検討しました。南では、施設利用
者からの問合せ対応を強化するた
め、貸出施設備品の一覧表をより
詳細に更新し、回答内容の充実を
図るとともに、特定の職員に依存せ
ず、他の職員も対応できるよう8月
に改善しました。

①鶴川、堺市民センター
で担当者会議を行いま
す。

②引き続き各市民セン
ターの業務内容の比較・
検討を行い業務改善を
行います。

①担当者会議を各市民センターで1回（計6
回）実施しました。

②円滑な業務進行と経験の浅い職員のサ
ポートも兼ねた、特定の職員に依存しない業
務体制を整えることを目的に以下3点を実施し
ました。
・施設利用者からの問合せ対応を強化するた
め、貸出施設備品の一覧表をより詳細化し、
回答内容の充実を図りました。
・戸籍事務の進捗状況が一目で分かるよう
に、進捗管理カードを作成しました。
・市民センターで扱う業務手順をまとめた窓口
ハンドブックを、最新の状態に更新しました。

各市民センターでの担当者会議を通じて業務
改善を検討し、振り返りを行うことでコミュニ
ケーションが活性化し、連携を強化することが
できました。

①6回

②3件

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

引き続き、庁内他
部署や地域住民等
と連携した事業を実
施するとともに、改
修により拡張される
1階ロビーの利活用
方法を検討し、施
設の利用促進を図
ります。

2

個
別
計
画

地域との連携
の強化

・地域の拠点として地域活動団体や相談支援機関
等と連携していくために、地域活動への支援及び
地域市民相談の充実を図ります。

・改修工事に関する情報共有に努めるとともに、町
内会・自治会に対して改修工事期間中の施設貸出
の協力を依頼していきます。

①地域活動団体と連携
して実施した事業の回数

②地域の相談支援機関
と連携して相談会を開催
した回数

①1回

②1回
○

①地域活動団体の生演奏に合わ
せて、町田市職員や各団体、来場
者が踊る参加型のコラボレーション
企画「みんなで踊ろう！」を南市民
センターまつりで実施しました。
②まちだ福祉〇ごとサポートセン
ター南と連携した地域福祉相談会
の実施に向けて打合せを行いまし
た。
・南地区町内会・自治会連合会の
総会に出席し、会長などに対して、
代替施設の貸出について協力を依
頼しました。

②10月にまちだ福祉〇
ごとサポートセンター南と
連携した相談会を実施し
ます。

地域活動団体や相談支援機関等と連携し、
以下のとおり地域活動支援及び市民相談の
充実を図りました。
①南市民センターまつりに参加された団体の
方々と来場者が踊る参加型のコラボレーショ
ン企画「みんなで踊ろう！」を実施しました。
②まちだ福祉〇ごとサポートセンター南と連
携した地域福祉相談会を、南市民センターの
ロビー会場で実施しました。（10月～3月に計6
回）

・南地区町内会・自治会連合会より、町内会
館3ヶ所を改修工事期間中の代替施設とし
て、貸出をご了承いただきました。

①1回

②6回
C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

地域の拠点として、
改修工事期間中も
引き続き地域活動
団体及び相談支援
機関との取り組みを
行い、地域活動支
援及び市民相談の
充実を図ります。

1

事
務
事
業
見
直
し

施設利用の促
進

新たな利用者の開拓のために、利便性の向上を図
るとともに、庁内他部署や地域住民等と連携して、
市民センターを活用した事業を実施します。

市民センターで実施した
利用促進策の件数

計画
類型

・新たな利用者を開拓し、施設の利
用を促進するため、以下の事業を
実施しました。
1. グランドピアノの演奏を無料で楽
しむことができる「だれでもピアノ」イ
ベント（5月と8月の2回）
2. 生涯学習総務課と連携した町田
市文化財紹介パネル展示「成瀬を
見守る天狗型道祖神―地域の歴
史を未来へつなぐ文化財」（7月7日
～8月8日の1ヶ月間）
・改修工事で（2027年6月完了予
定）拡張が予定されている1階ロ
ビーの利活用方法について検討を
行いました。

・「だれでもピアノ」イベン
トを10月に1回実施しま
す。
・引き続き、1階ロビーの
利活用方法について検
討を重ねます。

・新たな利用者を開拓し、施設の利用を促進
するため、以下の2件の事業を実施しました。
1. グランドピアノの演奏を無料で楽しむことが
できる「だれでもピアノ」イベント（計3回）。
2. 生涯学習総務課と連携した町田市文化財
紹介パネル展示「成瀬を見守る天狗型道祖
神―地域の歴史を未来へつなぐ文化財」。
これらの事業を通じて、地域の皆さまに関心を
もっていただき、施設を身近に感じてもらう機
会を提供することができました。

2件2件 ○

3

人
材
育
成

「チームワーク
志向」

市民センター全体がワン・チームとして環境の変化
に対応できる組織風土を醸成していくために、市民
センター間の連携の強化に取り組みます。

・各市民センターの業務内容の比較・検討を行うた
め、6か所のセンターの持ち回りによる担当者会議
を実施します。

・比較・検討の成果を活用して、業務の改善を行い
ます。

①担当者会議の実施回
数

②業務の改善を行った
件数

①6回

②3件
○

部課名 市民部南市民センター

課の使命 利用されるお客様に対して、正確かつ迅速なサービスを提供します。市民センターを安心で快適な地域住民の交流の場として、また地域コミュニティの核として利用できるよう維持管理に努めます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応



順
位

進
捗
状
況

評
価

部課名 市民部なるせ駅前市民センター

課の使命 利用されるお客様に対して、正確かつ迅速なサービスを提供します。市民センターを安心で快適な地域住民の交流の場として、また地域コミュニティの核として利用できるよう維持管理に努めます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

・生涯学習センターと連携し、5月と
6月に実施した2つの講座の受講者
に、施設利用案内や施設開放の案
内を配布しました。

・生涯学習総務課と連携し、「成瀬
を見守る天狗型道祖神」のパネル
展を開催することによって、新たな
利用者の開拓を図りました。

・引き続き、生涯学習セ
ンターの講座の受講者
に施設利用案内の配布
や対面での声かけをする
ことで、新たな利用者を
開拓していきます。

・市内の大学に、施設利
用案内、学割制度の案
内、オンラインによる新
規利用者登録の案内を
配布することで、新たな
利用者の開拓及びオン
ライン手続の普及を図り
ます。

・生涯学習センターと連携し、講座の受講者
へ施設利用に関する案内を配布することで、
新たな利用者の開拓を図りました。

・生涯学習総務課と連携し、「成瀬を見守る天
狗型道祖神」のパネル展を開催することによっ
て、新たな利用者の開拓を図りました。

・市内の大学へ、施設利用案内、学割制度の
案内、オンラインによる新規利用者登録の案
内を配布し、新たな利用者の開拓及びオンラ
イン手続の普及を図りました。

3件

2件
3件
※上半期で目
標を達成した
ため、目標値
を2件から3件
に修正しまし
た。

○

3

人
材
育
成

「チームワーク
志向」

市民センター全体がワン・チームとして環境の変化
に対応できる組織風土を醸成していくために、市民
センター間の連携の強化に取り組みます。

・各市民センターの業務内容の比較・検討を行うた
め、6か所のセンターの持ち回りによる担当者会議
を実施します。

・比較・検討の成果を活用して、業務の改善を行い
ます。

①担当者会議の実施回
数

②業務の改善を行った
件数

①6回

②3件
○

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

引き続き、庁内他
部署や地域住民等
との連携を通して、
市民センターを活
用した事業及び施
設利用促進策を実
施していきます。

2

個
別
計
画

地域との連携
の強化

地域の拠点として地域活動団体や相談支援機関
等と連携していくために、地域活動への支援及び
地域市民相談の充実を図ります。

①地域活動団体と連携
して実施した事業の回数

②地域の相談支援機関
と連携して相談会を開催
した回数

①1回

②6回
○

①高ヶ坂・成瀬地区協議会と連携
して、地域交流のイベント（モルック
体験会）の実施について検討しまし
た。

②まちだ福祉○（まる）ごとサポート
センター南と連携して、出張相談会
を計4回開催しました。

①検討した内容に基づ
いて市民周知を行い、11
月にモルック体験会の実
施を通じて地域活動を支
援していきます。

②引き続き、出張相談会
を開催することで地域市
民相談の充実を図りま
す。

①高ヶ坂・成瀬地区協議会と連携して、モルッ
ク体験会を実施し、地域活動を支援しました。

②まちだ福祉○（まる）ごとサポートセンター南
と連携して、出張相談会を16回開催すること
によって、地域市民相談の充実へと繋げるこ
とができました。

①1回

②16回
B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

より一層の周知活
動を行い、地域活
動への支援、及び
地域市民相談の充
実を図ります。

1

事
務
事
業
見
直
し

施設利用の促
進

新たな利用者の開拓のために、利便性向上と庁内
他部署や地域住民等と連携して、市民センターを
活用した事業を実施します。

市民センターで実施した
利用促進策の件数

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

引き続き、各市民セ
ンターでの比較検
討、及び情報共有
を行い、市民セン
ター間の連携の強
化に取り組みます。

①担当者会議を忠生、南、小山、
なるせ駅前市民センターで各1回
（計4回）実施しました。

②各市民センター間で共有した業
務内容を比較し、改善すべき業務
を検討しました。

・戸籍の届出の際に、業務の進行
度合いを分かりやすくするための引
継ぎカードを作成して業務の改善
を行いました。

・住記システムの標準化に伴い、市
民センター共通の業務マニュアル
を各市民センターで修正し、内容
のチェックを行いました。

①鶴川、堺市民センター
で担当者会議を行いま
す。

②引き続き各市民セン
ターの比較・検討を行い
業務改善を行います。

・施設内の案内表示の内
容及びレイアウトの改善
を行うことで、来庁者が
円滑に手続きを進められ
るようにしていきます。

・市民センター共通の業
務マニュアルの修正を通
して、業務改善を図りま
す。

①各市民センターの持ち回りによる担当者会
議を、計6回実施しました。

②各市民センターでの比較・検討を行い、以
下の3件を改善しました。

・戸籍の届出の際に、業務の進行度合いを分
かりやすくするための引継ぎカードを作成して
業務の改善を行いました。

・施設内の案内表示の内容を改善して、来庁
者が円滑に手続きを進められるようにしまし
た。

・住記システムの標準化に伴い、市民セン
ター共通の業務マニュアルを修正し、業務改
善を図りました。

①6回

②3件



順
位

進
捗
状
況

評
価

部課名 市民部堺市民センター

課の使命 利用されるお客様に対して、正確かつ迅速なサービスを提供します。市民センターを安心で快適な地域住民の交流の場として、また地域コミュニティの核として利用できるよう維持管理に努めます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

・センター内で検討を行い、卓球イ
ベントの2月開催を決定し、関係各
署に協力依頼をしました。また、相
原地域の卓球サークルにイベント
に関するヒアリングを行いました。

・イベント開催に向けて
準備を進めます。

・堺市民センターで活動している卓球サーク
ルや関係各署と連携し、2月に卓球イベントを
開催しました。
サークル未加入者の参加やサークル間の交
流を通して、サークル活動の活性化による利
用促進を図りました。

・新たな利用者の開拓のために、オンライン登
録の案内を転入者に配布しました。

2件1件 ○

3

人
材
育
成

「チームワーク
志向」

市民センター全体がワン・チームとして環境の変化
に対応できる組織風土を醸成していくために、市民
センター間の連携の強化に取り組みます。

・各市民センターの業務内容の比較・検討を行うた
め、6か所のセンターの持ち回りによる担当者会議
を実施します。

・比較・検討の成果を活用して、業務の改善を行い
ます。

①担当者会議の実施回
数

②業務の改善を行った
件数

①6回

②3件
○

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

・他のセンターに比
べて施設利用率が
低いため、更なる利
用促進を図る必要
があります。
市民センターを活
用した事業の実施
や、定期利用に繋
がる方策を検討し、
利用率の向上に努
めます。

2

個
別
計
画

地域との連携
の強化

・地域の拠点として地域活動団体や相談支援機関
等と連携していくために、地域活動への支援及び
地域市民相談の充実を図ります。

・改修工事に関する情報共有に努めます

①地域活動団体と連携
して実施した事業の回数

②地域の相談支援機関
と連携して相談会を開催
した回数

①1回

②1件
○

①改修工事により休止しているセン
ター内の花壇について、再整備す
るにあたり、相原地域の老人クラブ
と連携すべく調整を行いました。

②市民協働推進課、まちだ福祉○
ごとサポートセンター堺と、共同で
開催する相談会について検討を行
いました。

・堺市民センターをホームグラウン
ドとしている団体等に対し、改修工
事に関する情報及び施設貸出再
開に向けた案内を送付しました。

①相原地域の老人クラ
ブと協働で花壇作りを行
います。

②1月の相談会開催に向
けて準備を進めます。
・相原地域の町内会、自
治会に、工事に関する情
報提供を行います。

①相原地域の老人クラブとともに花壇作りを行
い、地域活動団体との連携を図りました。

②関係各署と共同で、1月に堺地区福祉合同
相談会を実施しました。
40名の参加があり、地域市民相談の充実を図
りました。

・相原地区協議会委員会や相原地区連合町
内会に出席し、改修工事の終了や施設貸出
再開の情報提供を行いました。

①1回

②1件
C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

・市民センター祭り
等の行事を通じて、
引き続き地域活動
への支援及び地域
市民相談の充実に
努めます。

1

事
務
事
業
見
直
し

施設利用の促
進

新たな利用者の開拓のために、利便性の向上を図
るとともに、庁内他部署や地域住民等と連携して、
市民センターを活用した事業を実施します。

市民センターで実施した
利用促進策の件数

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

・引き続き担当者会
議を実施して各市
民センターと連携
し、業務の改善に
努めます。

①担当者会議を忠生、南、小山、
なるせ駅前市民センターで各1回
（計4回）実施しました。

②各市民センター間で共有した業
務内容を比較し、改善すべき業務
を検討しました。ロビーの一角にチ
ラシ等を一ヶ所に集めて掲示するこ
とで、相原地域の情報が一目でわ
かるように改善を行いました。

①鶴川、堺市民センター
で担当者会議を行いま
す。

②引き続き各市民セン
ターの比較・検討を行い
業務改善を行います。

担当者会議を通じて業務内容等を比較・検討
することにより、各市民センター間のコミュニ
ケーションが活性化し、連携を強化することが
できました。

①各市民センターで担当者会議を1回ずつ
(計6回)実施しました。

②比較・検討の結果、下記4項目の改善を行
いました。

・相原地域の情報をロビーの一角に集めて掲
示することで、掲示板をわかりやすくしました。

・おむつ袋等の交付について、待ち時間なく
袋を受け取れるよう、警備員室前に常時配置
するようにしました。

・ベビーカーや車いす等の移動がしやすいよ
う、他市民センターを参考にして、ロビーのレ
イアウトを見直しました。

・窓口業務の効率化を図り、各市民センター
がより効果的かつ統一的な業務を行えるよう、
市民センターマニュアルの改訂を行いました。

①6回

②4件



順
位

進
捗
状
況

評
価

部課名 市民部小山市民センター

課の使命 利用されるお客様に対して、正確かつ迅速なサービスを提供します。市民センターを安心で快適な地域住民の交流の場として、また地域コミュニティの核として利用できるよう維持管理に努めます。

実行計画（年度目標）
年度目標設定 中間確認 年度末確認

取組項目 具体的な活動内容 指標 目標値 上半期の状況や評価 下半期の予定 1年間の総括
目標値に
対する
実績値

評価の
視点

課題と対応
計画
類型

・ホール内のグランドピアノを活用し
て「だれでもピアノ」を5回開催し、
新規の方を含め多くの演奏者や観
覧者から好評を得ました。
・「だれでもピアノ」の参加者の一部
は、その後音楽室をご利用いただく
など、施設利用の促進につながりま
した。

・町田市文化国際交流
財団との共催で、10月25
日に「ふれあいコンサー
ト」を実施します。
・このコンサートで、コン
サートに出演する演奏者
と「だれでもピアノ」の参
加者の交流を目的とした
取組みを行います。

利用促進策として、以下の取組を実施しまし
た。
・「だれでもピアノ」を7回開催しました。多くの
演奏者や観覧者から好評を得て、その後音楽
室等の利用にもつながりました。
・10月25日に実施した「ふれあいコンサート」
において、コンサート終了後に参加者に対し
て施設利用に関するＰＲを行いました。

2件2件 ○

3

人
材
育
成

「チームワーク
志向」

市民センター全体がワン・チームとして環境の変化
に対応できる組織風土を醸成していくために、市民
センター間の連携の強化に取り組みます。

・各市民センターの業務内容の比較・検討を行うた
め、6か所のセンターの持ち回りによる担当者会議
を実施します。

・比較・検討の成果を活用して、業務の改善を行い
ます。

①担当者会議の実施回
数

②業務の改善を行った
件数

①6回

②3件
○

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

・改修工事後の新
たな利用者の開拓
を図っていくため、
利用促進策の検討
を行っていきます。

2

個
別
計
画

地域との連携
の強化

・地域の拠点として地域活動団体や相談支援機関
等と連携していくために、地域活動への支援及び
地域市民相談の充実を図ります。

・改修工事に関する情報共有に努めるとともに、町
内会・自治会に対して改修工事期間中の施設貸出
の協力を依頼していきます。

①地域活動団体と連携
して実施した事業の回数

②地域の相談支援機関
と連携して相談会を開催
した回数

①3回

②3回
○

①小山・小山ヶ丘地区ネットワーク
協議会と連携し、小山市民セン
ターを拠点として以下の取組を実
施しました。
・小山・小山ヶ丘オープンガーデン
（4月、5月）
・小山・小山ヶ丘つながるフードドラ
イブ（9月）

②堺第2高齢者支援センターや堺
地域子育て相談センター等、地域
の相談支援機関等と連携し、7月に
福祉合同相談会を開催しました。

　小山連合町内会の協力を得て、
各町内会・自治会に対して改修工
事期間中の施設貸出の協力依頼
等を以下のとおり実施しました。
・町内会館等の貸出しに関するアン
ケートの実施
・小山市民センター近隣施設利用
案内の素案作成

・福祉合同相談会につ
いては、10月に2回開催
します。日頃から福祉の
情報に触れる機会がな
い方にも情報を提供して
いきます。

・アンケートで把握した情
報を冊子にまとめ、登録
団体や施設利用者に情
報を提供します。

①小山・小山ヶ丘地区ネットワーク協議会と連
携し、小山市民センターを拠点として以下の
取組を実施しました。
・小山・小山ヶ丘オープンガーデン（4月、5月）
・小山・小山ヶ丘つながるフードドライブ（9月）

②堺第2高齢者支援センターや堺地域子育て
相談センター等と連携し、福祉合同相談会を
7月、10月（2回）、12月に開催しました。

　小山連合町内会の協力を得て、各町内会・
自治会に対して改修工事期間中の施設貸出
の協力依頼等を以下のとおり実施しました。
・町内会館等の貸出しに関するアンケートの
実施
・「小山市民センター近隣集会施設のご案内」
の作成、配布

①3回

②4回
B

B:当初の
目標を上
回る成果
が上がっ
たためで
す。

①改修工事中も含
めて実施体制を検
討し、取り組みを進
めていきます。

②引き続き連携強
化に向けた取り組
みを行い、相談体
制の充実を図りま
す。

1

事
務
事
業
見
直
し

施設利用の促
進

新たな利用者の開拓のために、利便性の向上を図
るとともに、庁内他部署や地域住民等と連携して、
市民センターを活用した事業を実施します。

市民センターで実施した
利用促進策の件数

C

C:目標
水準を達
成したた
めです。

①②センター運営
の標準化や統一し
た対応を図ることを
目指して、引き続き
担当者間で連携し
て業務改善の取り
組みに努めます。

①担当者会議を忠生、南、小山、
なるせ駅前市民センターで各１回
（計4回）実施しました。

②各市民センター間で共有した業
務内容を比較し、改善すべき業務
を検討しました。
・窓口業務の正確な運用と効率化
を図るため、戸籍届チェックリストに
工夫を加える等の業務改善を行い
ました。

①鶴川、堺市民センター
で担当者会議を行いま
す。

②引き続き各市民セン
ターの比較・検討を行い
業務改善を行います。

①担当者会議を、忠生、南、小山、なるせ駅
前、鶴川、堺市民センターで計6回実施しまし
た。
・窓口業務等の内容に違いがありながらも、共
通した部分について比較することができ、業
務改善に役立ちました。
・担当者間のコミュニケーションが活性化し、
連携を強化することができました。

②各市民センター間で、窓口業務、施設管理
運営等について業務内容を比較し、以下の3
件の改善を行いました。
・住民基本台帳及び戸籍に係るシステムの標
準化に伴うマニュアルの修正を行いました。
・窓口業務の正確な運用と効率化を図るた
め、戸籍届チェックリストに工夫を加える等の
業務改善を行いました。
・改修工事に向けて、堺市民センターの先行
事例を参考に、「小山市民センター近隣集会
施設のご案内」を作成しました。

①6回

②3件


